
 

秋。おしゃれが楽しい季節ですね。今月号では、いつもと少し趣向を変えて、大正期から昭和４０年代頃までの「女性の

ファッション」について特集いたします。少女雑誌の中には季節ごとに素敵なスタイル画が描かれていたり、型紙が折り

込まれていたり、スタイルブックがふろくに付いていたり、おしゃれに敏感な年頃の少女たちの心を躍らせました。実際

に、自分で（または頼んで）洋服を作る人も珍しくはなかったようです。手作りのお洋服は少女たちにとって、特別なも

のだったことでしょう。そういえば、わたしも幼い頃によく母の手作りの洋服を着せられていたことを思い出します。昭

和も遠くなりにけり。 
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明治時代には貴族上流階級の専有品だった洋装。資本主義の発展によって明治末期～大正初期には女性の就労も増え、

「職業婦人」と呼ばれる層が現れるとバスガールや電話交換手などの制服に洋装が取り入れられるようになりました。大

正 9年には風儀、衛生、便利、経済上の長所を理由に政府主導で洋服の採用が進められましたが、着用者は少なく、世間

にはなじみませんでした。大正 12 年、関東大震災の際には和服の非活動性が問題となり、被災者の復興期の生活は簡便

な洋装を普及させる一要因となりました。大正末期から昭和初期にかけては断髪で洋装の「モダンガール」が登場。洋装

への関心はいっそう高まり、都市風俗の象徴的存在となります。しかし、それはあくまでも少数派で、洋服を着用してい

ると好奇な目で見られてしまうこともあり、まだまだ和装が中心でした。日本において、一般女性の間に洋装が定着する

までにはかなりの時間がかかったのです。 

和 装 か ら 洋 装 へ 

 

大正デモクラシー、モダニズムなどの風潮の中

で、若い進歩的な意識や進取の気風を持った女

性たちの間に、簡素化し親しみやすくなった洋

装が取り入れられました。自由な生き方を求め

る女性たちは「モダンガール（モガ）」などと

呼ばれました。 

大正末期～昭和初期 

 

日中戦争(1937-)で「贅沢は敵だ」がスローガン

とされ、華やかなファッションが規制されてい

きます。そして、かっぽう着、もんぺ、厚生省

が発表した婦人標準服など、戦時体制を特徴づ

ける女性のファッションが登場しました。 

戦時体制下 

 

戦 後 

戦後は、極端な物資不足に見舞われたため、手

持ちの洋服や着物、生地を仕立て直した厚生服

が盛んに作られるようになりました。洋裁ブー

ム、家庭用ミシンの普及によって、ファッショ

ンとしての洋服が定着していきました。 
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パーマネント流行  カフェの女給の白いエプロン人気 

和洋折衷   

和服にズロース  海水着登場  断髪流行 

モガファッションの流行 

スカート丈短くなる  ラッパズボン流行 

アッパッパ大流行   

女学生のセーラー服が定着 

開襟シャツ流行  スリム＆ロングスタイル 

もんぺの普及  夏、女性の洋装急増   

厚生服  アメリカンスタイルの模倣   

ニュールック全盛  ビニールレインコート 

真知子巻き大流行  

プリンセスライン流行   

みゆき族ファッション  アイビーファッション流行      

フォークロア・ファッション  パンタロンルック登場    

ミニスカート全盛  ２０・３０年代モード 

  
参考文献：『日本のファッション』（青幻舎）、『日本衣服史』（吉川弘文館）、『図説日本服飾史事典』（東京堂出版）、「日本婦人洋装史」（吉川弘文館）ほか 

(大正 11 年 4 月『令女界』創刊) 

(大正 12 年 1 月『少女倶楽部』創刊) 

(大正 15 年 1 月『少女の國』創刊) 

(大正 4 年 4 月『新少女』創刊) 

(昭和 22 年 1 月『ひまわり』創刊) 

(昭和 25 年 4 月『女学生の友』創刊) 

(昭和 26 年 9 月『少女ブック』創刊) 

(昭和 30 年 1 月『なかよし』創刊) 

(昭和 30 年 9 月『りぼん』創刊) 

(昭和 29 年 7 月『ジュニアそれいゆ』創刊) 

昭和 16 年、太平洋戦争開戦

後は出版社や雑誌の統廃合

により廃刊、休刊する雑誌が

あいつぎ、昭和 19 年には少

女雑誌は『少女の友』と『少

女倶楽部』の 2 誌だけになり

ました。 

日本の女性ファッションの歴史 ＜1910～1960 年代＞ ※（ ）この時期に発行された主な少女雑誌 


